
土 木 総 務 課

東部・西部地域土木事務所

▲ 除雪作業 ▲ 橋梁点検（八千代橋）
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土総表-4

注1　（　）内は重複路線を除いた路線数。

　 2　各区に跨る路線があるため、区の路線数の合計と路線数の計は一致しない。

　 3　四捨五入の関係で、内訳と合計が一致しない場合がある。

0

8(4) 21 43 1 65 73(69) 公共の用に供している私道の舗装及び側溝の整備工事を行うものに対し、
基準工事費の２／３（平成３０年度から１／２）以内を助成している。上段：実延長(km)　　　下段：路線数(本)

19 853 10,876 330 4,55629 0

20 344

計
113.8 323.6 205.7 11.4 540.8 654.6

28 10 586 7,929 593 10,0123(2) 6 17 23 26(25)

378 5,078 751 11,250 6 397

338

西蒲区
40.4 66.0 58.0 124.0 164.4 27 15

18 524 6,908 711 9,315 36

6,202 46 504

2(1) 5 6 11 13(12) 26

75.3 25 14 741 5,044 572
西区

15.4 48.7 11.2 59.9

(m) (千円) (m) (千円) (m) (千円)1 5 8(7) 13(12) 14(13)

延長 助成額 延長 助成額 延長 助成額

舗      装 側      溝 防  護  柵

南区
8.0 18.8 62.9 81.7 89.7

84.8

年度件数

助  成  対  象  施  設

2 7 8(7) 15(14) 17(16)
秋葉区

24.6 47.6 12.5 60.2

72.1 74.8 私道整備費助成の推移

2(1) 7 4 11 13(12) (直近5年度分）

6 5 1 12 18(14)

江南区
2.6 51.5 20.7

9(8） 四捨五入の関係で、内訳と合計が一致しない場合がある。

中央区
4.5 17.1 12.6 5.2 34.9 39.3

7(2)

39.7 計 18,525 6,346.2 6,211.9

2(1) 5 1 1 7

西 蒲 区 3,142 1,316.6 1,288.1

東区
9.0 21.0 5.2 4.4 30.7

2(1) 7 7 1 15 17(16）

77.3 86.5 西 区 3,501 1,124.9 1,104.3

総計 南 区 1,793 606.6 594.6

北区
9.2 53.0 22.5 1.8

一般国道主要地方道一般県道自転車道県道計

国県道路線数及び延長内訳 江 南 区 1,853 697.0 686.8

（H30.4.1現在) 秋 葉 区 2,595 892.4 879.1

東 区 1,856 492.9 484.7

土総表-2 中 央 区 1,675 504.2 486.9

注　（　）内は重複路線を除いた路線数。

北 区 2,110 711.8 687.5

5,379.1 5,262.8

計 18,594 6,866.5 100.0 計 18,525 6,346.2 6,211.9

市　　道 18,525 6,211.9 90.4 その他市道 17,883

522.3 510.1

県　　道 65 540.8 7.9 ２ 級 市 道 325 444.8 439.0

一般国道 8(4) 113.8 1.7 1 級 市 道 317

（H30.4.1現在)

種 別 路線数(本) 実延長(km) 延長比率(%) 種 別 路線数(本） 総延長(km) 実延長(km)

１道路の現況

土総表-1 土総表-3

道路の種類別内訳 市道路線数及び延長内訳

（H30.4.1現在)
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土総表-9

注　その年度に告示を行った本数で計上している。

橋梁架設状況 土総表-10

歩道延長及び歩道等設置道路延長の現況

注　同一箇所で自動車専用橋、自転車歩行者専用橋、又は上下線別に分離して架設されているものは

      それぞれ１橋として計上している。

トンネル設置状況

（H30.4.1現在)

（H30.4.1現在)

（H30.4.1現在)

注　国土交通省道路施設現況調査による。

土総表-8

市　  　道 1,067,895 758,188

116,947

12 1 1

トンネル数

644 一般国道 87,772

一般国道 県道 市道

県　　  道 410,233 288,761

種別 歩道延長(m) 歩道等設置道路延長(m)

131 390 3,419 3,940 47 154 443

橋梁数 左のうち橋長14.5ｍ以上の橋梁数

一般国道 県道 市道 合計 一般国道 県道 市道 合計

5,057.7 81.4

土総表-7

29 33 8 25 29 18,525

18,490 6,337.5 6,203.3 28

6,346.2 6,211.9 29

5,042.4 81.2

6,322.2 6,187.9 27 5,020.4 80.9

28 56 14 42 28

27 159 24 135 27 18,374

18,314 6,315.1 6,177.4 26 5,002.2 80.8

6,306.8 6,161.3 25 4,980.2 80.8

26 118 16 102 26

25 57 12 45 25 18,242

18,196 6,287.4 6,139.7 24 4,948.5 80.6

6,275.4 6,138.1 23 4,935.4 80.4

24 76 39 37 24

23 72 23 49 23 18,128

18,087 6,271.2 6,128.8 22 4,917.7 80.2

6,259.1 6,112.7 21 4,892.5 80.0

22 84 18 66 22

21 94 20 74 21 18,037

17,965 6,242.2 6,104.5 20 4,856.0 79.5

6,218.0 6,088.8 19 4,837.3 79.4

20 126 39 87 20

実延長(km)総延長(km)認定路線数(本)廃止路線数(本)増減（本） 舗装延長(km) 舗装率(%)

19 254 57 197 19 17,870

年度

市道の舗装延長と舗装率の推移

年度路線数(本)

土総表-5 土総表-6

市道路線の認定数及び廃止数の推移 市道路線数及び延長の推移

年度
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２道路の管理

（１）道路の維持管理

（２）道路の除雪

土総表－11

※  各土木事務所・支所の平均数値     3 17年度から14市町村合併後の数値

注1 除雪車両の（　）は市有車で内数     4 19年度から国県道と市道を合わせた数値

    2 除雪対策費は決算額     5 総降雪量、年最深積雪、最低気温は新潟観測所（気象台）の気象ﾃ゙ーﾀによる

   本市の道路の維持管理については、土木総務課及び各区建設課において役割分担しながら、安心安全に利用できる道路の確保に努めている。
 　主な業務としては、舗装や側溝・橋梁等の道路施設の修繕・補修工事や清掃のほか、危険箇所や不法な道路の使用を監視する道路パトロール、道路占用許可
等を行っている。
   また、近年は直営による道路パトロールのみならず、バス・郵便など事業者の協力を得て道路の危険箇所を通報してもらう道路情報提供サービスの導入や、市民
との協働による道路清掃など、効率的な道路維持にも努めている。
   さらに、今後更新期を迎える橋梁についても計画的に維持管理することで長寿命化を図るなど、維持管理の新たな分野にも取り組んでいる。

   市が管理する国県道及び主要市道の除雪について、国・県及び関係機関と連携を図りながら、積雪及び道路状況を的確に把握し、車両及び
歩行者の安全対策、凍結路面対策、路面のわだち解消、交差点の見通し確保等に努め、交通の確保と市民生活の安定を図る。
   また、自治会や町内会が行う計画路線以外の除雪、排雪については、自治会除雪助成要綱により助成を実施している。
   さらに、近年は市民団体が自主的に実施する歩道除雪に対し、奨励金を交付し、市民と協働して冬期道路の歩行空間を確保することを目的と
した新潟市歩道除雪奨励金交付事業を実施している。

除雪計画と気象の記録
年度

14 27
項目

15 16 2817 18 23 24 2919 20 21 22 25 26

除雪計画
延長(㎞)

1,463.2 1,473.3 1,484.6 3,727.8 3,754.2 4,459.9 4,521.5 4,533.8 4,660.0 4,720.6 4,795.2 4,849.5 4,875.8 4,898.8 4,911.8 4,917.8

除雪車両
(台)

250(7) 254(7) 251(7) 677(19) 685(20) 756(97) 728(77) 748(79) 792(77) 824(85) 868(83) 892(92) 907(93) 928(94) 938(93) 948(90)

除雪稼動
日数(日)

6 6 6※ 9.4 ※ 0.0 20 12 34 29 61 36 10 38 36 29 64

排雪作業
日数(日)

－ 14 6※ 0.06 ※0.00 － - 22 23 47 31 2 53 42 28 58

総降雪量
(㎝)

129 114 134 157 17 76 103 254 193 304 132 64 121 115 88 265

年最深
積雪(㎝)

27 22 24 24 8 10 21 81 35 71 16 24 32 36 34 80

最低気温
(℃)

-4.2 -4.0 -4.2 -4.7 -4.8 -3.2 -4.1 -3.7 -2.8 -4.2 -3.8 -4.4 -3.4 -3.5 -4.0 -5.9

除雪対策
費(千円)

278,683 288,405 385,830 780,024 428,3431,011,7221,306,5962,717,3302,744,2195,020,8202,501,9232,021,5343,517,3793,664,2704,510,68010,621,427
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３　道路・橋梁の維持管理主要事業 ４  都市排水応急対策（平成３０年度当初計画）

・道路の維持管理 (1) 排水路改良事業 (2) 排水路維持補修事業 (3) 排水路整備事業

　（道路パトロール等の維持管理） 土総表-13 土総表-14

・道路の清掃

　（除草・側溝清掃・街路樹剪定委託等）

・道路の維持補修

　（舗装の維持補修）

・側溝の維持補修

　（側溝の維持補修）

・道路災害の予防

　（下記路線における道路斜面対策、トンネル補修、トンネル点検等）

　①　国道402号・460号

　②　（主）新潟五泉間瀬線 土総表-15

　③　（一）弥彦岩室線 応急排水ポンプ維持管理費助成の推移

　④　（市）新津４-173号線

・橋梁の維持補修

　（橋梁長寿命化、耐震対策、橋梁点検）

土総表-12

箇所

北区 0 北区 0 北区 0

延長（ｍ） 箇所 延長（ｍ） 箇所 延長（ｍ）

0

中央区

東区

0 中央区 0 中央区 0

東区 0 東区 0

秋葉区 0

0江南区 0 江南区 0 江南区

(直近5年度分）

年度 ポンプ台数 自治会数 管理費(千円) 助成額(千円)

1,039

28 13 8 832 665

523

1,126

27 11 7 1,300

26 12 9 655

14 10 1,409

西蒲区 0

合計 55

西蒲区

南区南区 0

9

   自治会が管理する排水ポンプの管理費（電気料、修繕料）を助成する。助成率は８０％。

917 7331229

25

西区 55

南区

0

0

西区 0

秋葉区秋葉区 0

0

合計 0

0

西区 100

西蒲区 0

合計 100
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６河川の概要

 市内には下表のとおり河川が44あり、その総延長は約330kmにおよんでいる。

阿賀野川※ 新川

早出川※ 広通川

新井郷川 西山川

新井郷川分水路 木山川

新発田川 大通川

派川新井郷川分水路 大通川放水路

派川加治川 飛落川

駒林川 坂本川水系 坂本川

福島潟放水路 白勢川水系 白勢川

福島潟 宝川水系 宝川

折居川 10河川

大通川

信濃川※ 矢垂川

通船川 1河川

栗ノ木川

鳥屋野潟 44河川

関屋分水路※

鳥屋野潟放水路

鷲ノ木大通川

西大通川

小阿賀野川

能代川

新津川

覚路津大通川

東大通川

五社川

山田川

中ノ口川

西川

矢川

新矢川

払川

茶屋川

33河川計 267.66

信濃川水系

35.20東・中央・江南・秋葉・南・西

1.00西蒲

21.73南・西・西蒲

0.70西蒲

6.71西蒲 弥彦村

3.56西蒲

三条市

29.53西・西蒲 燕市

0.40秋葉 田上町

0.60秋葉 田上町

本表は本市を流れる河川のうち一級河川、二級河川、準用河川について表記したものである。
延長は各河川管理者への調査に基づき、本市域の河川管理延長を表記した。
ただし、能代川については本市域の河川管理延長が不明なため、図上で計測した延長とした。
国土交通大臣が管理する河川は、河川名の欄に※印を付した。（本市域の区間に限る）

5.60秋葉

6.90秋葉

9.00秋葉

10.80江南・秋葉

9.00秋葉 五泉市

15.47南

6.70南

330.30

1.76中央・西

1.44中央・江南

1.65西蒲

8.51東･中央 計 1.65
準
用

信濃川水系

6.86江南・中央

7.85中央 合　計

加茂市、田上町等

0.50北 阿賀野市 計 60.99

2.80北 阿賀野市

10.14北 新発田市、阿賀野市 0.40西蒲

6.74北 0.45西蒲

5.10北 阿賀野市 0.60西蒲

5.10北 7.04西蒲

0.60北 11.53西蒲 燕市

7.30北 聖籠町、新発田市 6.75西蒲 燕市

6.11北 8.30西蒲

9.25北 2.93西蒲

13.49西・西蒲

0.70秋葉 五泉市 9.50西・西蒲

延長(㎞) 流域区 他市町村との連続

一

級

河

川

阿賀野川水系

24.00北・東・江南・秋葉五泉市、阿賀野市等

二

級

河

川

新川水系

　新潟市は、信濃川、阿賀野川の二大大河の河口部に発達した沖積平野で海抜下の土地が大半を占めることから、内水排除はポンプ排除に依存している。

　また、市域に貫流している一級、二級河川は比較的流域の大きい河川が多く、国・県が管理者となっている。

土総表-21

水    系 河  川  名 延長(㎞) 流域区 跨る市町村 水    系 河  川  名
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７海岸の概要

（１） 新潟海岸の概要 平成５年

平成１０年 有明浜海岸、ヘッドランド工法を採用し施工開始

平成１９年

平成２１年

平成２７年

（２） 気象・海象 （４） 海岸整備の概要

（３） 海岸侵食の対策とその変遷

＜明治22年（基準年）からの汀線変化＞

＜海岸関連事業等の変遷＞

大正３年 西突堤完成

大正１３年 大河津分水路通水

昭和８年 海岸侵食対策事業開始

昭和２２年 新潟西港西突堤が完成

昭和３０年代 潜堤から離岸堤工法に変更して嵩上げ

（河口部の地盤沈下が顕著）

昭和４０年

出典：海岸統計　平成29年度版（国土交通省　水管理・国土保全局編）

昭和５２年 直轄海岸として有明浜・五十嵐浜の侵食対策事業に着手

昭和６１年

昭和６２年 潜堤、突堤、養浜の組み合わせによる整備を採用

金衛町海岸の新潟県補助事業としての侵食対策事業に
着手（平成４年までに金衛町海岸の護岸・離岸堤・突堤等
を整備）

新潟北 新潟市 75,187m

海岸保全工法として、全国初の人工リーフ工法の試験施
工を有明浜等で開始

土総表-19

新  潟  市  の  海  岸  線  延  長

沿　岸　名 市 町 村 名 延　　長 備考

金衛町海岸の侵食対策事業として、ヘッドランド工法によ
る整備を着手   越後平野は、信濃川・阿賀野川の両大河が運んできた土砂が堆積してできた

広大な平野である。
   そこに貫流している信濃川は、水源から河口までの幹川流路延長367km（新潟
県内を流れる信濃川153km，長野県内を流れる千曲川214km）の大河川である
が、古来数限りない氾濫を繰り返し、その度膨大な土砂を下流に放出し、新潟海
岸の砂浜を形成してきた。
   ところが、信濃川の治水工事や西港防波堤工事、昭和30年代の河口部周辺の
急激な地盤沈下などの影響で、新潟海岸は、近年著しい侵食性海岸になってい
る。
   本市においては平成17年の広域合併により海岸線延長は約75kmになり、海岸
線を守るための対策がさらに重要な施策となっている。

金衛町海岸の侵食対策を新潟県補助事業から国の直轄
区間（金衛町工区）として、直轄工事に着手

・内野浜海岸の新潟県補助事業としての侵食対策事業に
着手
・五十嵐浜工区完了

・内野浜海岸人工リーフ概成

   毎年10月から翌年3月頃にかけて西高東低の気圧配置等により、間断なく波浪
に見舞われる時期となるため、海岸の汀線は激しい侵食を受けるとともに、砂浜の
一部では飛砂となって市街地へ拡散している。

   新潟西海岸（国土交通省直轄）では、潜堤、突堤、離岸堤、地形（砂浜）の総合
的な組み合わせで海岸を守る面的防護法を昭和61年度に計画策定し、昭和62
年度から侵食対策事業として着工した。
   五十嵐浜・有明浜工区海岸（国土交通省直轄）は、昭和62年度から直轄海岸と
して全国初の人工リーフ工法を採用した工事を行っており、また、平成10年度に
は新たにヘッドランド工法も取り入れられた。このうち、五十嵐浜工区は平成21年
3月に完了し、新潟県に移管された。
   金衛町工区海岸では、県事業として昭和40年度より侵食対策事業に着手、平
成5年度より外海の波の力を拡散する内湾効果のあるヘッドランドを設置する計画
を加え、海岸侵食の防止対策として整備が進められている。しかしながら、抜本的
な保全対策を行うために、平成19年度から国土交通省直轄工事として着手して
いる。なお、実施に当たっては、広域にわたる侵食を制御し、砂浜の創出及び安
定化を図るため、総合的な保全対策を実施することとしている。
　内野浜海岸は新潟県補助事業として平成21年度より侵食対策事業に着手。平
成27年度に人工リーフが概成し、現地の状況を確認しながら根固め工の実施を
判断することとしている。

   新潟海岸は、東側・西突堤に近いほど後退量が大きく、60年間に最大
360m以上の汀線後退を示している。また、西に行くほど、後退量が少なくな
り、後退のピーク年代が遅れる傾向がある。なお、侵食の状況は、各事業の
進捗や自然状況によって影響されてきている。
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